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地下鉄８号線の延伸整備に関する区の要望と東京メトロの回答 

 

 令和７年３月６日開催の「第３回地下鉄８号線延伸に関する定例会」にて江

東区より東京メトロへ伝えた区の要望について、令和７年３月２８日に以下の

とおり回答があった。 

 区の要望 東京メトロの回答 

１ 延伸への期待 

 地下鉄８号線（豊洲～住吉間）延伸を

早期に実現することを期待し、整備効

果を最大限発揮できるよう区と連携を

お願いします。 

早期開業等に向けて、江東区と連携

し、事業を推進していきたいと考えて

おります。 

２ 駅名 

 中間新駅の駅名称の決定にあたって

は、公募するなど区民の意見が反映さ

れる方法とするようお願いします。 

駅名決定までのプロセスについては、

今後、検討し、決定させていただきま

す。 

３ 駅構造全般 

(1) 駅施設については、地域の魅力を伝え

る機能を備えるなど地域の特色を活か

した魅力ある駅施設を整備するようお

願いします。 

地域の魅力を伝える機能の整備につい

ては、現時点では具体的な計画はあり

ませんが、貴重なご意見として承り、

今後の参考とさせていただきます。 

(2) 駅出入口の整備にあたっては、利便性

だけでなく、バリアフリーやユニバー

サルデザイン、多様な交通モードとの

交通結節点の機能強化にも配慮するよ

うお願いします。 

各駅の出入口の位置については、お客

さまの利便性を考慮し、各種法令や、

地上の状況、用地取得状況を踏まえて

計画していきます。 

(3) 地下鉄８号線（豊洲～住吉間）延伸に

より、豊洲駅の乗降客数の増加が想定

されることから、駅構内の混雑緩和や

円滑な乗換えなど、利便性の向上を検

討するようお願いします。 

豊洲駅については、新木場方面のホー

ムの増設とそれに伴う昇降設備の新設

などを行い、混雑緩和を図れるように

計画しております。 

(4) 東陽町駅の乗降客数の増加を見据え、

駅出入口の増設及び人の滞留による混

雑緩和を検討するようお願いします。 

東西線東陽町駅を含めて、乗り換え利

便性や乗降客数を考慮し、バリアフリ

ー整備ガイドラインに則って駅のレイ

アウトを計画しております。駅の出入

口については、お客様の利便性を考慮

し、各種法令に準拠した上で、計画し

ていきます。 
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 区の要望 東京メトロの回答 

４ 運行計画等 

(1) 地下鉄８号線（豊洲～住吉間）延伸に

あたっては、住吉駅止まりではなく、

錦糸町・押上方面への直通運転の実現

を検討するようお願いします。 

半蔵門線への乗り入れについては、現

時点では具体的な運行計画はありませ

んが、貴重なご意見として承り、今後

の参考とさせていただきます。 

(2) 運行計画については、駅構内の混雑緩

和及び利用者の利便性を考慮して検討

し、区民への周知を早期に図るようお

願いします。 

豊洲～住吉間の運行本数については、

１時間あたり日中で約８本、朝のピー

ク時で約１２本を想定しております。

有楽町線本線への乗り入れ本数等は、

今後決定次第、皆様に周知していきま

す。 

５ 工事への影響等 

(1) 地下鉄整備工事において、周辺住民の

生活環境や安全が確保されるよう実施

するとともに、騒音、振動については

最小限となるようお願いします。 

また、整備や運行にあたっては、脱炭

素を推進する様々の取組に努めるよう

お願いします。 

地下鉄整備工事については、適切かつ

環境負荷低減に配慮した施工方法を検

討・選定した上で、安全に工事を行い

ます。また工事中の騒音・振動につい

ては法令を遵守し、低騒音、低振動の

工法、機械を使用するなど、周辺環境

に配慮いたします。 

完成後の鉄道運行については、先端技

術の採用や改善活動等の創意工夫によ

り脱炭素社会への取組みに可能な限り

努めます。 

(2) 道路や公園等区有地の使用及び占用等

について区へ協力を求める際は、協議

に要する期間を考慮の上、区に相談す

るようお願いします。 

鉄道施設の整備に伴い区道、公園、河

川等の永久占用及び工事用地としての

区道や公園等の一時占用を計画してお

ります。期間等を考慮して協議をさせ

ていただきますので、ご理解とご協力

のほどお願いいたします。 
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 区の要望 東京メトロの回答 

６ 災害対策 

 整備する駅施設は、地震や水害などの

災害に強い構造とし、災害時において

も、駅利用者の安全が確保できる施設

とするようお願いします。 

阪神・淡路大震災クラスや最大震度７

クラスの首都直下地震でもトンネルな

どが崩壊しないように、耐震設計を行

い、安全性を確保いたします。 

また、台風や大雨による浸水だけでな

く、東京都による洪水のハザードマッ

プ等の浸水想定も考慮した総合的な対

策を現在進めております。 

地下鉄８号線でも同様の対策を検討し

ていきます。 

７ 情報発信 

 地下鉄整備にあたっては、地域住民に

対し、工事予定や進捗状況などを周知

するとともに、地域住民の意見を聞く

機会をつくるなど、地域住民の理解を

得ながら進めるようお願いします。 

工事予定の提示や事前周知などを行う

とともに、当社と施工会社および地元

との定期的な話し合いの場を設ける

等、工事へのご理解とご協力を得られ

るよう努めます。 

 


